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序

 本書は、平成4年度に山形県教育委員会が発掘調査を実施した石田遺跡の調査成

 果をまとめたものです。

 石田遺跡は山形県の北部、秋田県との境界を成す鳥海山の麓となる遊佐町に所在

 します。遊佐町は出羽富士と呼ばれる鳥海山の麓一帯を行政区画とし、鳥海山の雪

 解け水を良質の米作に利用し、日本有数の米作地帯であります。

 調査では、平安時代の掘立柱建物跡・土坑・溝状遺構・旧河川跡などの遺構、遺

 物では土師器・須恵器・赤焼土器・緑釉陶器・石製品・鉄製品・土製品・木製品の

 ほか、中世期の陶器や磁器が出土しています。

 埋蔵文化財は私たちの祖先が長い歴史の中で創造し育んできた貴重な国民的財産

 であり、一度壊されてしまえば二度と元に戻らないものです。調査により明らかに

 された遺跡は過去の生活を彷彿と再現してくれるものです。祖先の歴史を学ぶと共

 に愛護し、子孫へと保存し伝えていくことが、現代に生きる私たちに課せられた重

 要な責務と言えるでしょう。

 山形県教育委員会では、「心広くたくましい県民の育成」と「地域文化の環境づ

 くり」という立場から、今後とも県民福祉の向上を目的とした地域社会の整備と調

 整を図りながら、埋蔵文化財の保護に努力を続けていく所存であります。

 本書が埋蔵文化財に対する保護思想の普及もかねまして、皆様のご理解の一助と

 なれば幸いと存じます。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた地元の方々をはじめ関係各

 位に心から感謝申し上げます。

 平成5年3月

山形県教育委員会

教育長 木場精耕



例言

  1本報告書は、山形県農林水産部の委託を受けて、山形県教育委員会が平成4

  年度に実施した県営圃場整備事業(月光川右岸地区)に係る石田遺跡緊急発

  掘調査である。

  2発掘調査は平成4年4月23日～同年9月3日までの、延べ95日間である。

  3遺跡は山形県飽海郡遊佐町野沢字石田他に所在する。

  4調査体制は以下の通りである。

    調査主体山形県教育委員会

    調査担当山形県埋蔵文化財緊急調査団

    調査担当者事務局長補佐佐々木洋治

    主任調査員野尻侃(調査主任)

    調査員渡邊俊一

    事務局事務局長深瀬征二

    事務局長補佐鈴木常夫

    事務員渋江正義・松本明美・野本久美子

    大内千賀子・志田恵子・長橋陽子

  5本報告書の作成は、野尻侃・渡邊俊一が担当し、挿図・図版の作成補助に

  は、平泉美和子・渡辺由美子・松田京子・岩田しげ子があたった。本書の編

  集は野尻侃・安部実が担当し、全体については佐々木洋治が監修した。

  6委託業務は下記の通りである。

  遺物写真実測シン技術コンサル

  資料サンプル分析パリノ・サーヴェイ

  7出土遺物については、山形県教育委員会が一括保管している。

  8発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の機関、方々からご協力、ご

  助言をいただいた。(順不同、敬称略)

  山形県農林水産部山形県庄内支庁月光川土地改良事務所

  山形県教育庁文化課庄内教育事務所八幡町教育委員会



凡例

 1本書で使用した遺構の分類記号は以下の通りである。

  SB　掘立柱建物跡　　SE　井戸跡　　SG　旧河川跡　　SK　土坑

  SD　溝状遺構　　SA　柱跡列　　SX　性格不明遺構　　EP　組合

   せ不明柱穴　　EB　建物跡柱跡とし、基本的には現地調査段階での検

   出順に従って番号を付した。

  遺物に付した記号は、RP　土器・土製品　　RW　木製品　　RQ　石製品

   RM　金属製品　　RX　不明遺物であり、検出順に番号を付した。

  2報告書作成、執筆の基準は以下の通りである。

 (1)遺構分布図、同平面図中の方位は磁北を示している。なお、グリッド

 南北軸は磁北より、18`00'東に傾いている。また、建物跡の主軸

 方向は南北棟を桁行、東西棟は、梁行で測値した。

 (2)遺構実測図では1/40から1/60他の縮図で採録し、各々にスケール

 を付した。

 (3)遺物実測図・拓影図・図版は原則的に1/4で採録したが、大形の土器や、

 木製品については1/6とし、各々にスケールを付した。

 (4)土器実測図・拓影図の断面では、白ヌキが土師器、黒ベタが須恵器、断面に

 ●印が赤焼土器を表している。また、土師器で内黒のものは内面に網点を、

 両黒は内外面両端に網点を入れた。

 (5)遺物観察表中の計測値欄で、()内数値は図上復元による推定値ないし

 残存値を示している。出土地点欄の層位では、「F」は遺構覆土内出土、「Y」

 は遺構底面出土を示し、ローマ数字「1～IV」等は、遺跡を覆う土層(基

 本層序)を表している。

 (6)遺物番号は、実測図・観察表・図版ともに共通とした。また、本文中の

 番号も共通とした。

  3調査では、圃場整備計画図に示されているBM3(標高10.570m)杭を利用し、

  A・B調査区に断面測図のため、BM杭(1α270m)を設置し、これより断面

  測図の高さを各遺構毎に求め、挿図にはそのレベルを記載した。
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 Ⅰ調査の経緯

 1調査に至る経過

 遊佐町には数多くの遺跡が確認されている。県内市町村の中でも遺跡が確認さ

 れている数が多い地域でもある。その遺跡の在り方は遊佐町管内の水田地帯や、

 鳥海山山麓から延びる台地上に旧石器時代から近世期にかけての各時代の遺跡が

 点在している。これらの遺跡は、月光川、庄内高瀬川等の中小河川が形成した沖

 積平野の微高地や、河川の自然堤防上に立地している。

 昭和60年度から開始された県営の大規模圃場整備事業(月光川左岸地区・高

 瀬川右岸地区等)では、現在までに多くの遺跡発掘調査が進められている。平

 成4年度には月光川上流地区として圃場整備事業が計画され、山形県教育委員会

 では平成元年度と3年度に実施されていた遺跡詳細分布調査の結果から東西150

 m、南北190mの範囲(2&500rd)に遺跡の広がりが確認された。この結果をも

 とに県農林部と保存協議を進め、現状保存を基本とした施工方法の検討を重ね、

 止むを得ず削平される地域(遺跡西部5,000虚および南東部3,000r㎡)を対象に

 緊急発掘調査を実施することで合意された。調査は山形県教育委員会が主体とな

 り、山形県埋蔵文化財緊急調査団が調査を担当した。調査期間は、平成4年5月

 11日から8月21日までの実働70日間である。

 2調査の経過(表1)

 調査は先に遺跡詳細分布調査の結果に基づき、遺跡全域を包み込むように圃場'

 整備事業の計画杭(NQ25)を起点に現水田の畦畔線に合わせ、5mを一単位とす

 るグリッドを設定した。調査は、圃場整備事業計画による削平される区域で転作

 が施された地区(A区)と、遺跡南東部で、地盤が高く、削平される地区(B区)

 が対象となった。調査の工程は、当初A区を前期調査区として5月11日から開

 始し、重機による粗掘りを行い、面整理による遺構・遺物の検出を実施した。面

 整理では、旧河川跡と考えられる溝状の遺構が調査区北側に確認された。また、

 同遺構の南側には、土坑や、掘立柱建物跡に構成される柱穴や、5～6mの長さ

 で幅20～35cmの同一方向となる溝状遺構が確認されている。遺構は検出順次に

 番号を付し、断面観察、出土遺物登録、平面図測図、写真撮影等の諸記録を行い、

 7月11日にはA区の調査を終了した。また、A区の記録と平行に遺跡南東部の

 B区を重機により粗掘りし、順次面整理を行いながら遺構・遺物の集中地区の確

 認を実施した。その結果、現用水路をはさむように遺構が検出され、平成3年度

 に農道部分の調査で確認された遺構の続きと思われる溝跡や、土坑もB区北側で

 確認された。このことから平成3年度の調査成果を参考に調査を進め、A区と同

 一1一





 様に同一方向に向かう溝跡や、掘立柱建物跡に結びつく柱穴等の遺構が検出され

 た。これらの遺構を順次掘り下げ、遺構番号登録、写真撮影、遺物集中遺構の平

 面図測図等、諸記録を行い、8月21日には全調査を終了した。また、8月19日

 には県民や地元地区民に調査説明会を実施した。



 一4一

 II遺跡の立地と環境

 1地理的環境

 出羽富士と呼ばれる鳥海山はその端正な雄姿を北東方に望み、眼下の平野部に

 は豊富な水量を生み出している。庄内平野の北部を占める飽海地区にはこの鳥海
 山を源とした日光川、月光川、庄内高瀬川等の河川がその恵みを平野部へ潤して

 おり、平野部での出口では小扇状地を形成している。

 流入河川のひとつである庄内高瀬川は鳥海山の南東山麓を源として飽海地区北

 部の水田へ蛇行しながら流れ、所々で河川流入の特徴である自然堤防を築いてい

 る。しかし、平野の主要部分は庄内三角洲地帯であり、海抜3～7mのきわめて

 低平な平野部となっている。これらの自然堤防上には河川の流路に沿った所々に

 平安時代の集落跡が点在している。これらの集落跡はその分布状況が月光川の右

 岸と左岸とではその立地状件や、歴史的条件等により、分布の在り方に差異が認

 められる。

 2歴史的環境

 庄内地方には平安時代の遺跡が数多く点在している。その多くは酒田市に所在

 する国指定史跡「城輪柵跡」を中心に、平野東側は出羽丘陵の辺縁部までと、西

 側は標高5m前後の沖積地の自然堤防上に存在する。

 庄内平野での平安時代の集落跡は、平野部全体に存在するが、平野部を貫流す

 る最上川によって平野北部と南部に東西に二分される。最上川北側(右岸)地域

 は飽海地区と、南側(左岸)地域は田川地区と呼称される。右岸北側の地域には

 国指定史跡として保護されている「城輪柵跡」を中心に計画的に集落跡を配置さ

 れたことを窺わせる遺跡が点在する。また、城輪柵跡より北方に西流する月光川

 や庄内高瀬川周辺には多くの遺跡が点在し、高瀬川沿いに限っても9世紀代に営

 まれた北目長田遺跡、櫨待遺跡、筋田遺跡、野瀬遺跡、中田浦遺跡、上高田遺跡

 等の集落跡が連続して分布しており、平安時代の飽海地区における古代開拓様相

 を窺うことが出来る。

 3遺跡の層序

 遺跡を覆う土層は3層に分かれ、Ⅰ層は黄褐色の耕作土で厚さ13～18cmに、

 Ⅱ層は灰黄褐色の水田基盤層で厚さ5～8cmを測る。Ⅲ層は黒褐色粘質土で、厚

 さ10～15cmに堆積し、遺物包含層である。IV層は黄灰色砂質土で地山の遺構検

 出面である。遺構はIV層で溝状遺構や土坑、柱穴が確認できた。









 Ⅲ検出遺構

 1遺構の分布

 石田遺跡の調査面積は東西350m、南北400mの約140,000誼の規模と把握さ

 れ、分布調査ではいくつかの遺構がまとまりをもちながら集合した集落と捉えて

 いる。遺跡が所在する地域一帯に対して実施した試掘調査では、従来の周知登録

 されている範囲の広がりと、遺構・遺物の集中区域を確認している。調査では、

 掘立柱建物跡5棟、土坑59基、溝状遺構75条の他、調査A区の北側で旧河川跡

 の流路が西から東側へ確認され、流路の南側には、掘立柱建物跡、土坑等が存在

 し、それらを囲むように溝状遺構が数条存在する。B区では、2棟の建物跡と柱

 列1条、土坑、溝状遺構が検出されている。ここでは、柱穴の組み合わせが確認

 され、掘立柱建物跡として登録した遺構、土坑、溝状遺構等、A区・B区で検出

 された遺構についてまとめて記述する。

 2掘立柱建物跡

 A区では3棟の建物跡が構成された。SG21旧河川跡の南側に位置し、同方

 向の主軸を測る3棟の建物跡である。

 SB1建物跡(第5図、図版6)

 A区中央部17～19-12～14グリッドⅢ層上面で確認された東西四間、南北

 三間の東西棟である。身舎の規模は桁行10.8m、梁行8.4mを測る。柱間距離は

 北面桁行EB358・264・117・274・351柱穴では各柱間は2.7m(9尺)等間で

 ある。西面梁行EB358・45・357・356・231柱穴では2.1m(7尺)等間である。

 柱穴掘り方は径20～35cmの円形または隅丸方形を呈し、深さ20～40cmを測る。

 掘り方内には径16～18cmの柱の跡が残っていたが柱根は残存していない。EB

 231柱穴の覆土から第16図14の内黒土器片が出土している。建物跡の主軸方位

 はN-06-Wである。

 SB2建物跡(第6図、図版6)

 A区SB1建物跡に隣接して確認された東西三間、南北三問の南北棟である。

 身舎の規模は桁行長7.2m、梁行長4.8mを測る。柱間距離は北面桁行EB361・

 362・363・312柱穴では2.4m(6尺)等間である。南面桁行EB359・203・

 160・214柱穴で21m(7尺)等間である。西面梁行EB312・152・148・214

 柱穴では2.7m(9尺)等問である。柱穴掘り方は径20～35cmの円形または楕

 円形を呈し、深さ15～35cmの柱の痕跡が残っていたが、柱根は残存しない。ま

 た、土器片等の遺物の出土はなかった。建物跡の主軸方向はN-18-Eである。

 SB3建物跡(第6図、図版6)

 A区SB2建物跡と重複し確認された東西三間、南北二間の東西棟である。身
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 舎の規模は桁行長8.2m、梁行長5.9mを測る。柱間距離は北面桁行EB222・

 113・219・158柱穴は2.4m等間の柱間距離である。南面桁行ではEB170・

 169・213柱穴は2.7m等間である。柱穴掘り方は径20～35cmの円形または楕円

 形を呈し、深さ10～40cmの柱の痕跡が残っていたが、柱根は残存しない。建物

 跡の主軸方向はN-21-Eである。

 SB4建物跡(第7図、図版6)

 B区北側調査区のやや中央部で確認した。東西二間、南北二間のやや南北に長

 い身舎をもつ建物跡である。身舎の規模は桁行長4.8mを測る。柱間距離は北面

 桁行EB552・551・550柱穴では2.7m等問である。南面梁行ではEB554・539

 が認められたが、身舎角となる柱跡がSK533土坑に掘り込まれ、北面桁行との

 構成でSK533内に存在したものと考える。柱間距離は北面距離と同様である。

 建物跡の主軸方向はN-82-Wである。遺物の出土はない。

 SB5建物跡(第7図、図版7)

 B区調査区東側北東部で確認された東西三問以上、南北二間の東西棟である。

 身舎の規模は桁行長480cm以上、梁行長390cmを測る。柱間距離は北面桁行では

 EB863・853・855柱穴は1.8m等間である。柱穴掘り方は径25cm～46cmの円

 形または楕円形を呈し、深さ15～28cmの痕跡は残っていたが、柱根は残存しな

 い。遺物の出土はない。建物跡の主軸方向はN-82-Eである。



 3土坑

 検出された156基の土坑のうち、まとまった遺物を出土した土坑の多くは、A・

 B区に溝状遺構と共に集中して確認された。土坑内で遺物が集中して出土した土

 坑は検出されたその形状や、規模等の特徴で分けることができ、ここでは53基

 の土坑を図示した。下記のSK22・39・24・42の土坑は皿状になるものが多く、

 時期も土器の形状や、編年から10世紀初頭が当てられる。また、SK525・

 527・32土坑はU字状の断面形を呈し、確認面からの深さが、約50～28cmと深

 く、土坑下部の覆土中からは有機物がブロック状に6～20cmの厚さに堆積して

 おり、土坑が営まれた性格や時期に違いが窺える。出土遺物では、陶器や磁器が

 出土し、中世から近世にかけての時期が当てられる。

 SK22土坑(第8図、図版11)

 A区東側、22-11グリッドⅢ層上面で検出した隅丸方形を呈した土坑である。

 断面は皿状になり、覆土は2層に分かれる。F1層は黒色炭化物層、F2層は明

 褐色砂質層である。規模は長径約150cm、深さ約8～12cmを測る。底面は平坦で、

 土坑内にはRP23・24・25の赤焼土器が出土した。

 SK39土坑(第9図)

 A区中央、19-13グリッドⅢ層上面で検出したほぼ円形を呈した土坑である。

 断面形は皿上になるが、中心部で高まりを示す。規模は長径160～165cm、深さ

 約10～12cmを測る。底面はやや平坦で、覆土は2層に堆積する。F1層は明褐

 色砂質土で赤色粒子を含む。F2層は黒褐色砂質土で炭化物粒子を含む。土坑内

 には多数の土器が出土した。

 SK24土坑(第10図、図版8)

 A区東側、22-12グリッドⅢ層上面で検出した隅丸方形を呈した土坑である。

 断面形は皿状となり、規模は長径200～210cm、深さ約8～12cmを測る。覆土

 は3層に堆積し、F1層は黒褐色粘質土で若干の炭化物粒子を含む。F2層は明

 灰褐色砂質土で、一部に明褐色砂質土のF3層が入り込む。底面はやや平坦であ

 る。土坑内には多くの土器片が出土した。土坑の西ではEP141柱穴を切って確

 認された。

 SK42土坑(第10図、図版11)

 A区中央、18-15グリッドⅢ層上面で検出したやや円形を呈した土坑である。

 断面形は皿状となり、規模は長径150～160cm、深さ16～19cmを測る。覆土は

 2層に堆積し、F1層は黒褐砂質土で炭化物粒子、赤色粒子を多く含み、土器片

 が集中して出土した。F2層は明褐色砂質土で炭化物粒子を含む。
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  SK66
  F1明褐色砂質土
  F2暗褐色粘質土(炭化物粒子を含む)
  F3褐色砂質土(炭化物粒子、赤色粒子を含む)
  F4黒褐色粘質土(黒色炭化物ブロックを含む)
  F5暗褐色粘質土(炭化物粒子をわずかに含む)

SK23

 F1暗褐色粘質土(炭化物粒子を多く含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を若干含む)

  SK70川1川
  F1白色火山灰層
  F2黒褐色粘質土(炭化物粒子、土器片含む)
  F3暗褐色粘質土(炭化物粒子、土器片含む)
  F4白色火山灰ブロック
  F5明褐色粘質土(炭化物粒子を含む)



SK116
 F1明褐色砂質土

 (炭化物粒子を含む)

  SK36
  F1明灰褐色砂質土

  (炭化物粒子を多く含む)
  F2明褐色砂質土

  (炭化物粒子を含む)

SK60

 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を若干含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を若干含む)

SK78
 Fl明褐色砂質土

 (灰褐色砂質ブロックを含む)
 F2褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

  SK98
  F1黒褐色砂質土

  (炭化物粒子を含む)
  F2明褐色砂質土

  (炭化物粒子を含む)

SK115

 F1明褐色粘質土
 (炭化物粒子、
 赤鉄ブロックを含む)

SK48
  F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
  F2明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

   1黒f筍色相買主δKbU

   (炭化物粒子を含む)F1黒褐色粘質土
   F2明褐色砂質土F2明褐色砂質土

   (炭化物粒子を含む汰F3褐色砂質土

SK69

 F1暗褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

 SK159F1明褐色砂質土(赤色粒子を含む)F2黒褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
  bh、zo

  F1黒色粘質土(炭化物を多量に含み粘性が強い)
  F2黒色粘質土

  (灰褐色砂質土ブロックを含み、やや粘性がある)
  F3F1・F2のブロックが混在している

  SK46
  F1白色火山灰層
  F2黒褐色砂質土

  (白色火山灰ブロック、
  炭化物粒子を含む)

  F3灰褐色砂質土
  (炭化物粒子を含む)._

  F4明褐色砂質土
  一-(炭化物粒子を含む)

  F5明褐色砂質土
  (ブロック状に多量に含む)

  F6明褐色砂質土
  (炭化物粒子を少量含む)

SK47
 Fl明黒褐色砂質土(赤色粒子を含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を若干含む)

 SK41
  F1明黒褐色砂質土(炭化物粒子、赤色粒子を多く含む)
  F2明褐色砂質土

  (炭化物粒子を若干含む)
  F3炭化物0
  F4明褐色砂質土層



SK42

 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子、赤色粒子、土器片を多く含む
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

SK37

 F1黒色炭化物砂質土(土器片を多く含む
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

SK33

 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

SK52

 F1黒褐色粘質土(炭化物粒子を多量に含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を若干含む)

 臣イレ動癬エ.渉塞昌1今ナ、

  SK38

  F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
  F2明灰褐色砂質土(レンズ状に堆積している)
  F3明黒褐色砂質土(炭化物粒子を多く含む)
  F4明褐色砂質土

SK49

 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

 F1明褐色砂質土(炭化物粒子を若干含む)
SK24

 F1黒褐色粘質土(炭化物粒子、土器片を含む)
 F2明灰褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F3明褐色砂質土

EP45

 F1褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)0
SK44

 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を多く含む)
 F2黒褐色砂質土に明褐色砂質土をブロック状に含む
 F3明黒褐色砂質土(炭化物粒子、赤色粒子を含む)
 F4明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)



  SK34

  F1黒色炭化物層
  (粘性が強い)

  F2明褐色砂質土
  (若干の炭化物粒子を含む)

EP35

 F1明褐色粘質土
 (炭化物粒子を含む)

 F2明褐色砂質土

SK29

 F1黒褐色粘質土(炭化物粒子を多く含む)
 F2黒褐色砂質土
 F3明褐色砂質土

SK30

 Fl黒褐色粘質土
 F2明褐色砂質土

SK31
 F1青灰褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を若干含む)

SK32
 F1渇青黒褐色粘質土(炭化物粒子を含む)
 F2濁音灰色砂質土

  (炭化物粒子を含みやや粘性がある)
  F2黒褐色粘質土(赤色酸化粒子を含む)
  F3明褐色砂質土

  (灰褐色粘質土ブロックを含む)
  F4黒色有機物層

  SK528
  F1黒褐色砂質土

  (炭化物粒子を含む)
  F2灰褐色粘砂土

  (灰色粘質土ブロックを含む)

SK529
 F1茶褐色粘質土(炭化物ブロック、赤色酸化粒子を含む)
SK530
 F1明褐色砂質土(赤色酸化粒子を含む)
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 4溝状遺構

 調査で検出された溝状遺構群はA・B調査区のほか、平成3年度に遺跡詳細分

 布調査を実施した際の調査区域でもやや東西に走る幅の広い溝状の遺構が確認さ

 れている。A調査区ではSG21遺構とした埋没した旧河川跡と共に建物跡が確

 認されている。溝状遺構は建物跡の主軸方向と同一となるものと、やや軸がずれ

 た方向がある。B調査区では、畑の畝状の溝跡が4～5条の単位で南北に並び、

 4～10mの長さで確認されている。これらは4～6のグループにまとまりを示

 している。ここではA調査区で検出したSD67溝状遺構について説明する。

 SD67溝状遺構(第14図、図版9)

 SD67はA区南半部15～21-15～18グリッドⅢ層上面で確認したやや東

 西に約32mの長さで検出した溝状遺構である。幅約90～95cm、深さ約30～

 35cmを測り、覆土は4層に分かれる。F1層は黒褐色砂質層で赤色粒子を含む、

 F2層は灰色火山灰層で土器片や赤色粒子を含む、F3層は明褐色砂質層で、完

 形の土器や、土器片が多量に出土した。F4層は明褐色粘質土である。覆土のF

 2層には6～8cmの厚さに火山灰が堆積している。延喜15年(915年)に降灰し

 たと「扶桑略記」に記載された記録では「出羽国言上雨灰降高二寸」とあり、F

 2層やF3層中からの出土土器は溝状遺構が営まれた時期を示す好資料となる。

 また、SK46土坑からも覆土中に充満して確認されていることから、本遺跡が

 営まれた時期が推測される。

 5旧河川跡(第3図)

 SG21河川跡はA調査区の北西部に東西に確認された。幅約20～28m、長

 さ約80mに確認された。河川跡の堆積状況を確認するため、南岸部に流路の沿っ

 て幅1mのトレンチを設定し、掘り下げの精査を実施、断面ではなだらかな傾斜

 を持ちながら中心部に向かって徐々に深くなるが、事業が圃場整備であることか

 ら掘り下げを中止した。調査では須恵器片や赤焼土器片が出土している。本遺跡

 の北方には庄内高瀬川が西流しており、遺跡が営まれた時期には本遺跡に流れて

 いたものと考える。



  SK502

  F1明褐色砂質土(黒褐色粘質ブロック、炭化粒子を含む)
  F2黒褐色粘質土(炭化物粒子を多く含む)
  F3明褐色砂質土ブロックO
  F4暗褐色粘質土(炭化物粒子を多く含む)

  一

  SK758
  F1明褐色砂質土

  (炭化物粒子を含む)
  F2黒色粘質土有機物層(炭化物)

SK510
 F1明褐色砂質土

SD511
 F1茶褐色砂質土

 (炭化物粒子含む)

  SK756

  F1明褐色砂質土
  F2黒褐色粘質土

  (有機物ブロックを含む)

SD74
 F1明褐色砂質土(少量の炭化物粒子含む)

SK75
 F1明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F2明褐色粘質土(炭化物ブロック含む)

SD535
 F1黒色粘質土(炭化物を含む)
 F2明褐色砂質土(赤色酸化粒子、黒褐色粘質土粒子を含む)
SD534
 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F2明褐色砂質土(赤色酸化粒子を含む)
SD536
 F1明褐色砂質土(黒褐色粘質土ブロックを含む)

  SK760

  F1暗褐色粘質土
  (炭化物粒子を含む)

  F2黒褐色粘質土
  (炭化物、明褐色砂質土
  ブロックを含む)

  F3明褐色砂質土ブロック

  SK525
  F1黒褐色砂質土(明褐色砂質土粒子、炭化物粒子を含む)
  F2明褐色砂質土(赤色酸化ブロックを含みやや粘性がある)
  F3黒褐色粘質土(有機物ブロックを含む)
  F4黒色有機物層(黒褐色粘質土ブロックを含む)
  F5黒色有機物層

  SK526
  F1茶褐色砂質土(炭化物ブロックを含む)
  F2明褐色砂質土

  (赤色酸化粒子を含みやや粘性がある)



EP191

 F1明褐色砂質土(炭化物粒子含む)
 F2明褐色シルト(やや砂っぽい)

SD64

 F1暗褐色砂質土(炭化物粒子、土器片を含む)
 F2明褐色砂質土(やや粘土質がある)

SD95

 F1黒褐色粘質土(炭化物粒子を多く含む)
 F2明褐色粘質土

EP153

 F1明褐色砂質土(白色火山粒子を含む)
 F2黒褐色粘質土(炭化物ブロックを含む)
 F3明褐色粘質土

SD26

 F1明褐色砂質土(白色火山灰粒子を含む)

 F2明褐色粘質土g

SD106

 F1明褐色砂質土層
 (炭化物粒子を含む)

SD92

 F1明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

SD65

 蕎(F1黒褐色粘質土(炭化物粒子を多く含む)F2暗褐色砂質土
 望(罫雛鱗茎ao

SD55

 F1黒褐色粘質土(炭化物粒子を含む)
 F2明褐色砂質土

SD56

 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子、赤色粒子含む)
 F2明褐色砂質土(炭化物粒子含む)
 F3明褐色粘質土

SD93

 F1明褐色質土層
 (炭化物粒子を含む)

 F2暗褐色砂質土層

  F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を多量に含む)
  F2明褐色砂質土(若干の炭化物粒子を含む)



  EP551
  F1暗褐色粘質土
  F2明褐色砂質土
  ①黒褐色粘質土

  EP99
  F1黒褐色砂質土

  (炭化物粒子、ブロックを多量に含む)
  F2明褐色砂質土

  (炭化物粒子、赤色粒子を含む)

EP113

 F1明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
 F2暗褐色粘質土層
 F3明褐色粘質土層
SD114

 F1明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
SD89

 F1明褐色砂質土(白色火山灰ブロック、粒子を含む)

EP539
 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子、赤色酸化粒子を含む)
SD540
 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を含む)
SD541
 F1黒褐色粘質土(赤色酸化粒子を含む)
SD542

 F1黒褐色砂質土(炭化物ブロック粒子を多く含む)
 F2明褐色砂質土(赤色酸化粒子を含む)

   SK533
   F1黒褐色砂質土(炭化物粒子を多く含む)
   F2黒褐色粘質土(炭化物粒子を多く含む)
   F3黒色有機物層(木片が炭化し堆積している)
   F4黒褐色粘質土

   0

  SD67
  F1黒褐色砂質土

  (炭化物粒子を多く含み、固い)
  F2明褐色砂質土

  (灰色火山灰ブロックや
  火山灰がレンズ状に含んでいる)

  F3明褐色砂質土
  (炭化物ブロックを含み、
  土器が出土する層)

  F4明褐色粘質土
  (炭化物粒子を含む)



SD512
 F1黒褐色砂質土(赤色酸化粒を含む)
SD513
 F1暗褐色砂質土(炭化物粒子、赤色酸化粒を含む)
SD514

 F1黒褐色砂質土(炭化物粒子、赤色粒子を多く含み、やや砂質が強い)
 F2明褐色砂質土(炭化物細粒子を含む)

 繍畿1:1灘犠慧鱈蜘/
 F2暗褐色砂質土(炭化物細粒子を含む)
 F3黒色有機物土(有機物(カヤ等)の葉が炭化している、やや粘性が強い)
SD516

 F1暗褐色砂質土(炭化物細粒を含みSD512F2よりやや色調が明るい)
 F2明褐色砂質土(炭化物細粒子を含む)

30SD517

SD90

 F1明褐色砂質土(炭化物粒子を含む)

SK91

 F1明褐色砂質土
 (炭化物粒子を含む)

EP109

 F1明褐色砂質土
 (炭化物粒子を含む)

 

    SK40EP111
    F1暗褐色粘質土F1黒褐色砂質土

    (炭化物粒子、赤色粒子を含む)(炭化物粒子を含む
    F2明褐色砂質土F2明褐色砂質土

 F1黒褐色砂質土
 (炭化物粒子を含む)



 IV出土遺物

 1遺物の分布

 本調査で出土した遺物は整理箱にして60箱を数える。その内訳は土器が58箱、

 土製品・石製品・木製品2箱で、圧倒的に土器が多い。土器の種別では、内黒土器・

 須恵器・赤焼土器・青磁があり、その他、土錘・石帯・硯・古銭・箸・古槌・柱

 根等が出土している。分布状況では遺跡範囲内の表土や耕作地に広く散布する。

 遺物は基本層序の第Ⅰ層灰黄褐色層や、第Ⅲ層の黒褐色粘質土層から出土し、平

 成3年度に実施した遺跡詳細分布調査でも遺跡範囲として確認された東西約700

 m、南北約780mの範囲に多く散布している。特に遺跡南西部や、南東部に集中

 した出土が認められ、調査区域の設定も2箇所に限定した。

 2掘立柱建物跡出土遺物(第16図、図版15、表2)

 5棟の建物跡の柱根掘り方埋土内や建物内柱穴、建物周辺柱穴からは第16図

 に示した遺物が出土している。SB1建物跡のEB45柱穴からは2の赤焼土器

 甕片が出土、内外面に刷毛目が施される。14は内黒土器坏の底部片であり、E

 B231柱穴より出土した。内面をヘラミガキの後、黒色化を施している。SB1

 建物跡内のEP251柱穴からは8の須恵器坏が出土している。身が低く内外面に

 ロクロ痕を施し、底部はヘラによる切り離しである。また、SB1建物跡付近の

 EP63柱穴からは3の赤焼土器坏片、EP105柱穴からは4の内黒土器高台付

 坏が出土している。3の坏は内外面共にロクロ痕を明瞭に施し、口唇が外反する。

 4は内面をヘラミガキの後、黒色化となる。SB2建物跡の柱穴からは土器の出

 土は認められなかったものの、SB2建物跡とSB3建物跡の重複範囲内のEP

 159柱穴から赤焼土器坏が出土している。また、この範囲内からは17の砥石が

 検出された。大型で建物内に置かれたものと考えられる。SB4建物跡の柱穴か

 らは土器の出土は認められなかった。SB5建物跡のEB850柱穴からは15の

 赤焼土器坏と、16の赤焼土器甕下半部が出土し、EB854柱穴からは13の内黒

 土器坏が出土した。13は、外面にロクロ痕を残し、内面はヘラミガキの後、黒

 色化となる。13・15・16の底部は回転糸切りによる切り離しが施されている。

 また、SB5建物跡付近に位置するEP764柱穴からは、9・10・11の赤焼土器

 が出土した。いずれも底部には回転糸切りが施されている。これらの出土遺物か

 ら、SB1～5建物跡が営まれた時期は10世紀と推測される。

 3土坑内出土遺物(第17～19図、図版15～18、表2・3)

 調査で確認された土坑はA区で47基、B区で32基の計79基を数える。各土

 坑からは土師器、須恵器、内黒土器、赤焼土器、製塩土器、石製品、土製品が出

 土した。器種では、共膳形態の坏・皿・高台付坏、煮沸形態の甕・堝、貯蔵形態
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 の壷等である。ここでは土坑内出土遺物のなかで、土坑が営まれた時期や性格

 等を示す遺物を第17・18図に示した。中でもSK46土坑の覆土2層が黒褐色砂

 質土層で、白色火山灰がブロック状と、炭化物粒子を含む埋め土となり、出土し

 た赤焼土器坏(第18図70)が火山灰を降灰した時期に近接すると考える。図示

 した遺物では、SK22土坑からは第17図18・19・22の赤焼土器が出土してい

 る。18は坏形土器で器面にロクロ痕を残し、底部は回転糸切り離しである。身

 が高く、体部がやや脹らみ、口唇が直立する。口径が140mmとやや大振りであ

 る。19・22は甕片である。19は小振りの土器で口唇が内傾するが、22は口唇が

 立ち上がる。SK123～25・28・31・32・37～41・44・46・48・50・66・70・

 72・75・525・527・533・549・721土坑からの出土遺物を図示したが、土器の観

 察では出土した遺物の形状や製作法が同様である。第18図の68は製塩土器であ

 る。SK44土坑からの出土で、底径が90mmの小形の土器である。粗砂を含む太

 さ10mmの粘土紐を巻き上げている。内部は掻きあげた痕跡を残す。75はSK
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 66土坑底面から出土の土師器の甕片である。全面にヘラケズリやヘラナデ根を

 残し、時期は8世紀第4四半期と推測する。遺跡から確認した土坑のなかではS

 K66土坑が古い形態を示すが、そのほかの土坑は、火山灰の降灰期である10世

 紀第1四半期と確認できる。

 4溝状遺構出土遺物(第19～21図、図版18～22、表3～5)

 調査では21条の溝跡を図示した。溝跡はやや南北に走る溝状遺構が多いが、

 B区では東西に走る溝状遺構が多く検出されている。これはある程度の遺構の性

 格や、時期等に反映しているものと考え、南北方向を持つ溝跡を中心に示し説明

 する。A区では数条の溝跡が確認されている。ここでは調査区南部で確認された

 SD67溝跡を代表にし、他は調査で出土した遺物のみを図示し、説明を割愛した。

 SD67溝跡はやや南北に走り、A区で検出された建物跡の主軸方向とその向

 きを同じとしている。断面形はU字状となり、覆土2層には灰色の火山灰が厚

 さ6～10cmに堆積し、第19図94から第20図118までの土器が出土している。

 火山灰は降灰したのち降雨によって溝内に流入したと考える。出土した土器は、

 土師器、須恵器、内黒土器、赤焼土器、製塩土器で、器種は甕、坏、高台付坏、

 壷である。94は土師器の甕片である。口径13cm、底部は欠損しているが器高10

 cmの小形の土器である。器全面に刷毛目による器面調整を施している。赤焼土器

 では第20図の坏形土器(103～110・113～117)がある。器形では歪なものが

 多く、底径が小さく、体部が丸くなるもの(108・110・114)が観察される。ま

 た、器高は43～64mmで、直線的に立ち上がるもの(109・113)や、大きく外

 反する器形がある。内黒土器は第19図95～98、第20図111・112を図示した。

 器形では、口径が広く、器も厚く、しっかりとした成形である。ロクロ痕を示し、

 器内部をヘラケズリ後、黒色化を施している。底部の切り離しは95・96・98・

 111・112が回転糸切りであり、97は回転ヘラ切りである。器は高台が付くもの(95・

 97)と高台が付かないもの(111・112)が観察される。須恵器では99の壷体部と、

 100～102の甕片である。99は体部が丸くなり、ロクロ面を残す。甕片の内面は

 条線状のアテ痕(100)、同心状のアテ痕(101)、格子目状のアテ痕(102)が施

 される。外面は条線条のタタキが施される。溝状遺構内からの出土土器はSD67

 溝跡からの出土土器の成形法と変わらず、時期は10世紀第1四半期と推測する。

 5旧河川跡出土遺物(第22図、図版22、表5)

 A区北半部に確認された幅約20～28mの河川が埋没した跡である。圃場整備

 事業という開発行為が原因の発掘調査であり、河川跡を大きく掘り下げることは

 事業完成後に耕作作業に支障をきたすことから、面での範囲の確認のみとし、南

 部となる左岸に幅1m、長さ5～10mのトレンチを設置し、岸辺を掘り下げた。









 調査では第22図に示した遺物が出土した。器種は内黒土器(160)、須恵器(161

 ～166)、赤焼土器(167～169)、石製品(170)である。160は内黒土器の高台

 付坏で、底部部分の土器である。見込みを放射状にヘラミガキ後、黒色化を施し

 ている。底部の切り離しは回転ヘラケズリと観察されるが判然としない。高台は

 直立するが、高台底面は内側に曲がり、ヘラによるナデの線状の掘り込みが観察

 される。161～166は須恵器の甕片である。ロクロ痕を示す161以外は、外面に

 条線状のタタキ痕、内面に格子目状アテ痕(162・164)、青海波アテ痕(163)、

 条線状アテ痕(165)が施される。166は外面条線状タタキで、内面には灰かぶ

 りが観察された。167～169は赤焼土器の坏形土器である。167・168は器形が歪

 となり、全面にロクロ痕が観察される。169は底部のみの土器である。底部の切
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 り離しは回転糸切り離しである。器形は体部がやや丸みをもつもの(167・169)と、

 大きく外に広がるもの(168)がある。170は砥石である。高さ8cm、幅6cm、厚さ

 3cmの完形品である。時期は10世紀第3四半世紀に推測される。

 6性格不明遺構出土遺物(第23図、図版22～24、表5・6)

 B区南部調査区で確認された長辺約8m、短辺約7mのほぼ方形に検出した竪

 穴遺構である。SX751遺構と命名し、覆土からは第23図に図示した赤焼土器と、

 土錘が出土した。赤焼土器はほとんどが歪な成形を示し、体部にロクロ痕を明

 瞭に残し、丸みをもつものと、口縁が広がる器形が認められる。器高は4～6cm

 と低く、口唇が大きく外反するもの(179・191)、丸みをもつもの(174・178・

 181・184・190)が観察される。底部の切り離しはすべて回転糸切りを明瞭に示し、

 183は糸切りの跳ねた跡を残している。202・203は長さ約2cm、径約1cmの土錘

 である。中心に径3mmの孔を施している。網に使用する錘と推測する。これら

 は時期は10世紀第3四半期に推測する。

 7包含層出土遺物(第24図、図版24・25、表6)

 調査での遺跡から出土した遺物を第24図に図示した。器種は須恵器、赤焼土

 器、青磁、緑紬陶器、中世陶器、土製品、キセルの雁首、鉄製品である。204は、

 須恵器の横瓶片である。外面を格子目状のタタキ痕、内面を青海波アテ痕とヘ

 ラによる横ナデ痕が観察される。205は須恵器の坏である。底径が8cmと広く、







 口径が13cmとなり、対比率が3対2となる。底部の切り離しは回転ヘラ切り

 である。底部に「十」字の墨書が描かれている。207～210は赤焼土器である。

 208はヘラ切りで、他は糸切り離しである。211は須恵器の二面硯である。218・

 219・221は青磁である。碗形の破片である。224・225は中世陶器の擂鉢で、珠

 洲焼である。他に、砥石、釘、古銭が出土している。

 第25・26図では、調査開始以前の遺跡詳細分布調査出土の遺物を図示したが、

 ここでは説明を割愛する。













 Vまとめ

 本書は、平成4年度県営圃場整備事業(月光川上流地区)に係る石田遺跡の調

 査成果をまとめたものである。調査は、調査時期(5月～8月)の関係から麦転作

 地を早く完了させるため、前年度の遺跡詳細分布調査で確認された遺構、遺物が

 集中する地域の中で、整備事業計画により遺構、遺物が存在する地域が削平され

 る遺跡北部(A区)を早めの5月ll日から開始し、転作作物を早刈りし7月10日

 に調査を終了した。南東部(B区)は、引き続き調査区域として進めた。グリッドは、

 A区からB区にかけて5m単位に升目の調査区とし、A区(9～22-6～20グリッ

 ド5000n{)、B区(50～60-29～43グリッド3,000rd)の計8,000誼を調査した。

 1遺構について

 A区で検出された遺構は、掘立柱建物跡、土坑、溝状遺構、組合わすことが出

 来なかった柱穴のほか、旧河川跡、現水田以前に設置された旧排水路等が確認さ

 れた。検出され遺構として登録された数はA区では311遺構、B区では387遺構

 を数え、総数698遺構である。遺構は掘立柱建物跡、土坑、組合わすことが出来

 なかった柱穴、溝状遺構、性格不明遺構、柱穴列、旧排水路等が確認された。A

 区での遺構からの様相では、SG21とした旧河川跡の南岸に集落を構えている。

 調査からは遺構の広がりが東部に広がる様子が窺える。建物跡は三棟確認してい

 る。東西四間、南北三間の建物、東西三間、南北二間が二棟の計三棟である。

 各々近接し重複するが、東西棟である。旧河川の流路に沿った存在で、第16図

 に柱穴内出土の遺物を図示した。SB1建物跡の柱穴の埋土からは、1・2の赤

 焼土器甕片と、14の内黒土器坏が出土している。時期は、14の坏の底部には糸

 切り離しが施されていることや、柱穴の上部に火山灰が混入していることから、

 10世紀第1四半期と推測される。

 土坑は、A・B区で79基が確認されている。第8～12図には断面から観察し

 た掘り込みの形状から三つに分け図示した。ひとつは形状がやや広くなるU字

 状で、30～50cmと深い土坑(SK31・32・66・525・527)である。覆土は、暗

 黒褐色粘質土や黒褐色粘質土で、炭化物粒子や炭化物ブロックを含む。土坑中位

 に土器片や礫が混在し、不燃物を遺棄した土坑と推測する。もうひとつは皿状と

 なる浅い形状で、断面の深さが7～18cmの土坑(SK22・24・25・28～30・

 33・34・36・37～39・42・44。48・49・52・60・69・71・72・75・78・98・

 115・116・510・528～530・573・601)である。土坑の確認面には土器等の遺物

 が多く検出されている。蓄えを行う穴として掘り込まれたものと推測する。また、

 前述の二つの遺構に組みされない中間の20～28cmの深さで、断面形が台状とな

 る土坑(SK41・46・47・50・70・502・527・756・758・760)がある。中でも、

 一45一



 一46一

 中位の深さの部類にしたSK46土坑(第9図)は、SK47土坑と重複し、確認

 面ではSK46土坑がSK47土坑を切り込んで掘り込まれ、SK47土坑が廃棄

 された後にSK46土坑が営まれたものと考える。SK46土坑の確認面上面一帯

 には白色の火山灰が丸く帯状に径約120cmに広がり、一瞬に流入した感が窺がえ

 る。埋没時期が限定される証左である。

 溝状遺構は第12～15図に記録した溝跡を載せた。ほとんどが南北に掘り込ま

 れ、数条がまとまるものが認められた。また、第4図で示したB区のSD771溝

 跡とSD766溝跡のように東西方向に平行する溝も確認された。両溝間の幅は

 220～250cm、両溝の長さは15m程で調査区壁に切られるものの、道路状に存

 在している。B区で確認された数条にまとまった溝跡は、同方向に3～10mほ

 どに存在し、あたかも畑の排水に掘り込まれた感を示す。土壌の分析を実施して

 いないため用途は不明だが、幅7m、長さ12mの範囲に集中していることから

 推測した。これら溝状遺構の中には、覆土に白色の火山灰が流入しているものも

 あり、土坑と同様の様相を示し、営まれた時期が推定される。

 2出土遺物について

 本遺跡からの出土遺物には、土師器、内黒土器、須恵器、赤焼土器、陶磁器、

 土製品、石製品、鉄製品等がある。土器は赤焼土器が出土遺物中最も多い。第W

 章では器形や法量について簡単に記載したが、10世紀を中心とした形状を窺が

 わせる。しかし土師器は8世紀台末の様相がみえる。甕形土器が主体で、それに

 伴う須恵器の短頸壷や甕等の古い様相を呈する土器が出土している。土坑や溝状

 遺構からの出土が多く、廃棄や、豪雨による流入によってもたらされた感を受け

 る。特に、土坑や溝状遺構には白色の火山灰が充満する遺構が確認されており、

 平安時代延喜15年(915)扶桑略記に「出羽国言上雨灰降高二寸」の記載がある

 ことから、時期的な移行としては10世紀代第1四半期から第3四半期の遺物と

 推測する。

 3遺跡の性格について

 遺跡は圃場整備という限定された範囲での調査であったが、前年度の遺跡詳細

 分布調査を含め、東西約700m、南北600mの42万血という広範囲な遺跡の内、

 調査面積8,000niという約2%の調査面積であったが、遺構では建物跡や、土坑、

 溝状遺構等が、分布調査では土坑、溝状遺構、井戸跡等が確認されたほか、遺物

 では、共膳形態の坏・皿・碗形土器、煮沸形態の甕形土器、貯蔵形態の壷・甕等

 が出土している。また、硯、石帯、土錘、砥石等も出土している。時期は降灰の

 記録から平安時代の10世紀第1四半期を中心に営まれた遺跡と推測する。しか

 し、遺物で石帯が出土することから、周辺に存在する公的機関に勤務する者の集

 落と考える。これらについては再度、遺構や遺物を検討し、飽海地区での平安時

 代の社会や様相を考えることが必要である。
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